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名大工 石 橋 善 弘
Ca2Sr(C2f才5CO2)6 (DSP)は Ⅰ相･ 丑相の空間群がそれぞれ P41212,
P4121 であり, 丑相において強誘電性を示す物質であることは周知の通 りであるO し
かし,キュリー定数が 156で極めて小さいこと, 自発歪と自発分極の関係が通常の強






位置 (xxo)にある Srと･一般位置にみる分極の担い手である双極子 1,皿を考え
る｡ l'Ⅱは勿論対称要素によって相互に関係ずけられている｡すると対称性からSr,
I'皿のところには外場がなくても図 1に示すような電場が作用 していることがわかり
そのため Sr, ∫, J･は分極 した状態にある｡この事情はロッシェル塩 (RS)の場合
と全 く同じであり,三井理論が適用できることがわかる｡なおDSf'では Ⅱ相でSrが
一般位置 (xyz)に変位するので, Srの位置にある双極子の C成分が, ∫,皿の位
置につ くる電場の C成分を老えると,それは互いに等しいことかわかる.ここでは分極
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とかけるo ∂Ⅳ ∂psr-0からPsr ㌔
はPI+-PEでかけるので･βo+β3X3
等にPsrの寄与を含ませることにすれ


















-p∬-㌔ (T)キ 0)でも第2項･第 3項の寄与があ｡(Ⅹ3≒ 0)･ 自発分極が消失





名大工 沢 田 昭 勝
硫安 (NH｡)2 SO｡ は極めてありふれた結晶であり,その結晶構造も単にアンモニ
ウム基 NH4十と硫酸基 S04という四面体分子だけから構成されてお り･その強誘電
的相転移の機構も簡単に理解できそうにみえる｡＼しかしながら実際には次のような極め
て基本的な問題すらsettleしていないのが現状である｡
① 転移は order-disorderか ? 比熱や重水素共鳴からみるとorder-disorder
modelがもっともらしいが･このmodFlは中性子による詳細な構造解析の結果ノと合わ
ない｡
㊥ 分極の originは何か ? 磁気共鳴によれば分極の origipは･NH4+が正四面
体でなく歪んでいるため dipole momentをもつことによると言われているが,赤外
･ラマンの実験はこれを支持 しない｡
③ orderparameterは何か ? 非常に奇妙なことであるが,自発分極 Psは温度
の低下 と共に増大せず,逆に減少してゆきある温度で零を切りその後符号すら変える｡
従 ってこの場合 Ps は orderparameterとは老浸られないO
このような問題がはっきりしない一つの原因はNH4十が四面体構造をもつことにある
と思われ, NH4+の代 ｡にもっと簡単なK+ィォンに置換することによりNH4十の役割
を知ることができると考えられるo図 1は〔(NH｡)ト ⅩKx〕2 SO｡混晶系のパイロ
電荷の温度変化を示す｡図から① 純粋の硫安 (Ⅹ-o)と同様にK+が入っても濃度が
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